
発電用原子力設備規格
材料規格（2020年版）

JSME S NJ1-2020

エンドース規格（2012年版）からの
改定概要について

２０２３年２月２日

（一社）日本機械学会 発電用設備規格委員会
原子力専門委員会 材料分科会

一般社団法人日本機械学会

The Japan Society of
Mechanical Engineers



1

目次

1. 材料規格（JSME S NJ1-2020）の構成
2. 2012年版から2020年版までの主な技術的改定項目
3. 2012年版適用に当たっての要件への対応状況
4. 2012年版技術評価時指摘事項への対応状況
5. 2012年版からの改定一覧

1



１．材料規格（JSME S NJ1-2020）の構成

構成 各Partの項目

Part 1 第１章 総則

Part 2

第１章 機器等の区分と使用する材料の規格

第２章 材料への特別要求事項

第３章 原子力発電用規格材料仕様

Part 3

第１章 設計応力強さ、許容引張応力、設計降伏点及び設計引張強さ

第２章 縦弾性係数及び線膨張係数

第３章 外圧チャート

添付 添付１ 新規材料採用ガイドライン
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(1) 新材料の取込み

a. JIS G 3136「建築構造用圧延鋼材」の取込み

【改定内容】

SS材やSM材の溶接性を向上させたSN材をSS材やSM材が使用
可能な部位へ適用できるように材料規格に取り込んだ。

【特徴】

JIS G 3101「一般構造用圧延鋼材」SS400及びJIS G 3106「溶接
構造用圧延鋼材」SM材には特別要求事項を設けているが、JIS 
G 3136「建築構造用圧延鋼材」SN材には特別要求事項を設けて
いないことから材料選定の自由度が広がる。
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2-1．2012年版から2020年版までの主な技術的改定項目



(1) 新材料の取込み

b.焼入性を保証した構造用鋼鋼材SCM440H/SCM445Hの取込み

【改定内容】

SCM440／SCM445 並びにSCM440H／SCM445H は同様のプロ
セスで製造され、熱処理が行われたうえで使用されていること、
JIS G 4053からJIS G 4052へとマーケットニーズが変化している
ことを踏まえ、焼入性を保証した構造用鋼鋼材SCM440H及び
SCM445H（JIS G 4052）を取込んだ。

【特徴】

マーケットニーズのあるJIS G 4052「焼入性を保証した構造用鋼
鋼材(H鋼)」を使用できることにしたことにより、材料調達が容易と
なる。
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2-2．2012年版から2020年版までの主な技術的改定項目



(1) 新材料の取り込み

c.JSME-N12 GNCF1 のJIS相当材の取込み

【改定内容】

JSME-N12「耐食耐熱合金」のうちGNCF1について、そのJIS相当
材であるJIS G 4901～JIS G4904のNCF625を材料規格に取り込
んだ。

【特徴】

特注品である「原子力発電用規格材料」の相当材であるJIS材
（「耐食耐熱超合金棒」、「耐食耐熱超合金，ニッケル及びニッケ
ル合金－板及び帯」、「配管用継目無ニッケルクロム鉄合金管」
及び「熱交換器用継目無ニッケルクロム鉄合金管」）を使用できる
ことにしたことにより、材料調達が容易となる。
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2-3．2012年版から2020年版までの主な技術的改定項目



(2) Part2 第1章表1「使用する材料の規格」の見直し

【改定内容】

上位の機器等の区分で使用を可としている材料について下位の
機器等の区分においても使用を可とした。

【特徴】

材料選定の自由度が広がる。
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2-4．2012年版から2020年版までの主な技術的改定項目



(2) Part2 第1章表1「使用する材料の規格」の見直し（例）
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部
「〇」を追加した。

2-4．2012年版から2020年版までの主な技術的改定項目



(3) 外圧チャートの見直し

【改定内容】

一部の外圧チャートについてASME規格と整合させるとともに対
応する外圧チャートのデジタル値を追加し、補間式を与えた。

【特徴】

設計において外圧チャートを用いる際の利便性が向上する。
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2-5．2012年版から2020年版までの主な技術的改定項目



(3) 外圧チャートの見直し（例）
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2-5．2012年版から2020年版までの主な技術的改定項目



(4) JIS改正反映

【改定内容】

2019年末までのJIS改正を反映した。

【特徴】

JIS年版の読替え作業が低減するとともに、材料調達が容易とな
る。

10

2-6．2012年版から2020年版までの主な技術的改定項目



３．2012年版適用に当たっての要件への対応状況
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３．2012年版適用に当たっての条件への対応状況
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2021年版ASME規格のSu値を上回らないように見直し中



３．2012年版適用に当たっての要件への対応状況

13

JIS圧力容器の規格体系を参考としており、対応不要と判断している。

現状材料規格では設計・建設規格の「機器等の区分」に基づき許容値を設定
していることから対応不要と判断している。



３．2012年版適用に当たっての要件への対応状況
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材料規格2015年追補で改定済み



４．2012年版技術評価時指摘事項への対応状況
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検討を継続しているところではあるが、解説に以下のように記載している。

（解説-3-1-2） Part 3 第1章 表1 Sm値
２）オーステナイト系ステンレス鋼若しくは高ニッケル合金をフランジ等変形が耐漏え

い性に影響を及ぼす可能性のある部位に用いる場合には、以下の規格が設計の
参考となる。

ASME 規格（TABLE 2A NOTES G7,TABLE 2B NOTES G1）
JIS B 8266（2003 「圧力容器の構造－特定規格」（ 6.2.1 設計応力強さ d））



４．2012年版技術評価時指摘事項への対応状況

16

（解説-3-1-3） Part 3 第1章 表3 鉄鋼材料のS値
4）オーステナイト系ステンレス鋼若しくは高ニッケル合金をフランジ等変形が耐漏え

い性に影響を及ぼす可能性のある部位に用いる場合には、以下の規格が設計の
参考となる。

ASME 規格（TABLE 1A NOTES G5,TABLE 1B NOTES G5）
JIS B 8266（2003 「圧力容器の構造－特定規格」（ 6.2.1 設計応力強さ d））



５．2012年版からの改定一覧
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５．2012年版からの改定一覧
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５．2012年版からの改定一覧
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５．2012年版からの改定一覧
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５．2012年版からの改定一覧
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５．2012年版からの改定一覧
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５．2012年版からの改定一覧
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５．2012年版からの改定一覧
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５．2012年版からの改定一覧
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５．2012年版からの改定一覧
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５．2012年版からの改定一覧
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５．2012年版からの改定一覧
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